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BRAT1;BAAT1;C70rf27

BRAT1;BAAT1;C70rf27;BRCA1-associated ATM activator 1 ;BRCA1-associated protein
required for ATM activation protein 1;
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	応用
	抗原情報
	背景
	細胞局在：核。細胞質。注：電離放射線照射後の二本鎖切断（DSB）部位に存在する。ユビキチン化された形態はNDFIP1依存的に核内に局在する。この普遍的に発現する遺伝子によってコードされるタンパク質は、腫瘍抑制タンパク質BRCA1（乳がん1型）およびATM（毛細血管拡張性運動失調症変異型）タンパク質と相互作用する。ATMは、電離放射線によって誘発される二本鎖切断などのDNA損傷に対する細胞応答に必要な細胞周期チェックポイントシグナル伝達経路のマスターコントローラーであると考えられており、多タンパク質複合体BASC（BRAC1関連ゲノム監視複合体）においてBRCA1と複合体を形成する。この遺伝子によってコードされるタンパク質は、BRCA1およびATMによって制御されるDNA損傷経路において何らかの役割を果たすと考えられている。[RefSeq提供、2012年3月]
	研究分野
	-
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	HeLa細胞全細胞ライセートのウェスタンブロット解析では、4～20% SDS-PAGEで分離し、メンブレンを抗BRAT1ウサギモノクローナル抗体でブロッティングした。抗体の検出には、HRP標識ヤギ抗ウサギIgG(H + L)抗体を用いた。

